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　 米サウスウェスト研 究 所（SwRI: 
Southwest Research Institute）、ジョン
ズ・ホプキンス大学、セントラル・アリゾ
ナ・カレッジの科学者らは、NASAの月
周回無人衛星ルナー・リコネサンス・オ
ービター（LRO:Lunar Reconnaissance 
Orbiter）に搭載したライマンアルファ・
マッピングプロジェクト（LAMP：Ly man 
Alpha Mapping Project）分光器を使用
して、月面を覆う大気におけるヘリウム

（He）希ガスを初めて分光観測した。遠
隔センシングによるこの観測は、1972
年にアポロ17号が実施したLunar At
mos phere Composition Experiment

（LACE）による現地測定を補完するも
のである。
　LAMPは、月面のマッピングを目的
として設計されたものだったが、同チ
ームはその調査範囲を拡大して、月面
上の薄い大気圏で見られる遠紫外線放
射の観測を行い、50軌道を超える測定
においてHeを検出した。Heは惑星間
空間にも存在するため、いくつかの技
術を適用して、惑星間空間のHeによ
る信号の影響を除去し、月のみに基づ
くHeの量を測定した。
　LAMP分光器は、121.6nmで水素の
ライマンアルファ放射線を検出するよ
うに調整されている。1次スペクトル
通過帯域は575〜196.5nm、スペクトル
分解能は空間構成要素あたり0.18nm、
空間分解能は0.29°である。質量は6.1 
kg、消費電力は4.5W、暗計数率は20
カウント/秒未満である。地球の大気
はライマンアルファ線を吸収するた
め、その波長において地球外の放射を
検出するための機器はすべて、宇宙空

間に設置する必要がある。
　LAMP主席調査員で、SwRIの宇宙
科学エンジニアリング部門でアソシエ
ートバイスプレジデントを務めるアラ
ン・スターン氏は「現在疑問となってい
るのは、Heが、例えば岩石の放射能崩
壊などに起因する、月内部の要因によ
るものか、あるいは、太陽風などの外
的要因によるものかということである」
と述べている。「太陽風が原因であるこ
とがわかれば、同じプロセスが空気を
持たない他の天体に働きかける様子に
ついて、多くを解明することができる」

（スターン氏）。
　宇宙船観測によってそのような相関
関係が検出されないとすれば、放射能
崩壊などの月内部のプロセスによって
生成されたHeが、内部から拡散された

り月震（月面の揺れ）の間に放出された
りしている可能性がある。今後のもう
1つの研究課題は、Heの量に関するもの
である。1970年代のLACEの測定結
果からは、夜が深まるにつれてHeの量
が増加することが示されている。これ
は、大気の冷却によって、低い高度の
原子が凝縮するためであると説明する
ことができる。LAMPでは、高度によ
って量がどのように変動するかについ
て、さらに詳しく調査する予定である。
　LACEは、月面上のアルゴン（Ar）希
ガスも検出した。この線は非常にかす
かなもので、分光器による検出はさらに
困難だが、LAMPは今後の観測におい
て、Arやその他のガスも探査する予定
である。
（John WallaceとGail Overton）

LAMP分光器で
月の大気中のヘリウムを検出
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図1　LROに搭載されたLAMP（Lyman Alpha Mapping Project）イメージング分光器（写真
は飛行前に撮影したもの）は、遠紫外域（121.6 nm）の水素ライマンアルファ放射に基づき、月
を覆う薄い大気内のヘリウムを検出した。（提供:NASAゴダード/デビー・マッカラム氏）


